
立川市移動支援事業について （令和６年４月～） 

 

令和６年４月より、移動支援事業の利用範囲を拡充するとともに、 

ヘルパーの報酬単価を引き上げ、利便性の向上につなげます。 

 

これまで利用できなかった 

★通学の時に 

★障害福祉サービスの通所の時に 

★自宅以外の場所から 

★自宅以外の場所へ 

ご利用できるようになりました。 

                           

 

 

 

 

 

                     

 

移動支援ヘルパーの報酬単価を引き上げます。 
 
2,000円/時間⇒2,300円/時間 
           

          
 
 

   



  

１．対象者（重度訪問介護、行動援護、施設入所支援、療養介護の利用者を除く） 

・身体障害者手帳１・２級の肢体不自由者で外出に車いすを必要とする方 

（介護保険の訪問介護サービスを受給している方は除きます） 

・難病医療費助成対象者で外出に車いすを必要とする方 

（介護保険の訪問介護サービスを受給している方は除きます） 

・身体障害者手帳の視覚障害の方で同行援護の対象外の方 

・知的障害者    ・精神障害者    ・障害児（未就学児を除きます） 

２．移動支援の範囲と内容 

障害者・児の必要不可欠な社会参加及び余暇支援のための外出を対象とします。 

ただし、以下の外出は原則として移動支援の対象となりません。 

・通勤、営業活動等の経済活動に係る外出 ・宿泊を伴う外出 

・定期通院及び入退院に係る外出  ・その他社会通念上適当でない外出 

３．移動支援の利用時間の限度 

・ 小学生                        １か月１５時間 

・ 中学生・高校生等                   １か月２０時間 

・ 知的障害者及び精神障害者               １か月２５時間 

・ 身体障害者手帳１・２級の肢体不自由者         １か月１０時間 

・ 身体障害者手帳視覚障害者（同行援護の対象外の方）    １か月５０時間 

・ 難病医療費助成対象者（外出時車いすを必要とする方）   １か月１０時間 

※利用の便宜を図るため（4－5 月）（6－7 月）（8－9 月）（10－11 月）（12－1 月） 

（2－3 月）の各組合せに限り、2 か月単位で利用時間を合算することもできます。 

４．加算できる時間数 

・ 団体の長等              １か月１６時間まで 

・ 冠婚葬祭               １回  ８時間まで 

・ 小・中・高校生の８月期        限度時間数の２倍まで 

・ 市の主催する事業・会議等への出席、障害への理解・啓発のための講師等、 

市長が必要と認めた外出        １回  ８時間まで 

５．利用者負担 

①住民税課税世帯           移動支援にかかった費用の１０パーセント 

②住民税非課税世帯・生活保護受給世帯 なし 

   利用者が 18歳以上の場合、世帯の単位は本人と配偶者。 

時 間 30 分 １時間 １．５時間 ２時間 以降 30 分毎 

移動支援の費用 1,150 円 2,300 円 3,450 円 4,600 円 ＋1,150 円 

利用者負担 10% 115 円 230 円 345 円 460 円 ＋115 円 

６．グループ支援（上記の費用とは異なりますのでご相談ください） 

  ・介護者 1 人に対し、利用者２人でのグループによる移動支援もできます。 

 

≪問い合わせ先≫ 立川市福祉部障害福祉課障害福祉第一係～第四係 

 住 所：〒190-8666  立川市泉町 1156-9 

電 話：042-523-2111 内線 1517～1523 FAX：042-529-8676 

立川市移動支援事業について （令和６年４月～） 


